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日本教職員組合 第 111回臨時大会 あいさつ 

 

2022年３月 23日 

日本教職員組合中央執行委員長 清水 秀行 

 

おはようございます。 

日教組第 111回臨時大会に、全国各地より出席いただきました代議員の皆様、大変ご苦労

様です。また、公私ともご多忙な中、連合会長・芳野友子様、公務労協議長・川本淳様、日

本民主教育政治連盟会長・那谷屋正義様に、ご臨席を賜りました。ご来賓の皆様に、感謝の

意を表します。ありがとうございます。 

 

先ほど、「ロシアのウクライナ侵攻に抗議し、即時撤退を求める緊急アピール」が採択さ

れました。私は、現職の教員だった 1991年の湾岸戦争で激震が走った以来の驚きと、市民、

特に幼い子どもたちの犠牲に深い悲しみと言いようのない怒りがこみ上げています。家族と

ともに避難を続け、大きな瞳に涙をいっぱい浮かべて「早くすべてが終わってほしい」と訴

える幼子の姿が忘れられません。さらに、プーチン大統領が行った核保有を誇示する姿勢や

核兵器の使用を示唆する発言は、唯一の戦争被爆国として、強い憤りを覚えます。核兵器は

非人道的であり、その保持や使用を禁止した核兵器禁止条約が昨年 1月に発効された中、核

の使用や威嚇は断じて許されるものではありません。 

安倍元首相は、米国の核兵器を日本に配備して共同運用する「核シェアリング」の議論を

始めるべきと発言しました。とんでもないことです。これまでの被爆者の努力や思いをも踏

みにじるもので、日本国内のこうした主張に対しても、私たちは反対を訴えていくことが必

要です。今こそ、「核と人類は共存できない」ということを確認し、「持たず、つくらず、持

ち込ませず」の非核三原則を堅持することが重要です。 

ウクライナの人々、そしてロシア国内で勇敢にも自国の政府に反対の意思を表明している

人々に敬意を表したいと思います。私たちは、平和教育の実践とその重要性を改めて発信し

ていくとともに、世界の恒久平和と核兵器の廃絶を訴えてきた運動を声を大にして広めてい

きましょう。 

 

先週 16 日、福島県沖を震源とする地震が発生し、震度 6 強を観測しました。犠牲になら

れた方のご冥福をお祈りするとともに、被災された皆様にお見舞いを申し上げます。単組や

支部では、建物に亀裂が生じたり、ロッカーや書棚が倒壊したり、と被害の状況が報告され

ています。今後、学校園などの被災状況が明らかになるとともに、輸送や地域のインフラも

含めた早期の復旧等が求められます。 

東日本大震災を思い起こしたという声もありました。改めて震災・原発事故を風化させず、

近年頻発する大規模な自然災害などを含めた過去の経験・教訓をいかし、防災・減災教育を

深め、広げていく必要があります。 
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さて、本臨時大会は、新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない中、対面並びに Web

による参加の開催としました。18 都道府県に適用されていたまん延防止等重点措置は一昨

日 21 日に解除され、全国各地の新規感染者数は減少傾向となっていますが、若年層への感

染拡大や医療機関の状況など、引き続き警戒が必要です。昨日段階で約 80％の国民が 2 回

目のワクチン接種を終え、35％を超える方が 3 回目の接種を終えています。また、65 歳以

上の高齢者については 76％余りが 3 回目の接種を終えています。東京や大阪などでの大規

模接種会場の再設置や、職場・職域での接種の奨励など、接種の拡大の措置がすすめられて

います。文科省は教職員についてもエッセンシャルワーカー分を活用して、年度末にむけ優

先的に接種を行うよう要請を出しています。12 歳以下の子どもに対する接種についてもワ

クチンが承認され、接種がすすめられている自治体も出ています。教職員や子どもへの接種

の奨励などについては、接種の有無による差別的な言動や「同調圧力」が懸念されます。 

公立学校共済組合の直営病院で働く公立連合の組合員は、最前線で、感染リスクにさらさ

れながらワクチン接種を含め新型コロナウイルス感染症への対応と、地域病院として住民へ

の医療にとりくんでいます。また、公立学校共済組合の宿泊・保養施設の厳しい経営状況と、

そこで働く共済グループの仲間の労働環境の悪化が懸念されます。 

子どもたちの教育と医療現場を守り、私たちの命と生活を守るために、新型コロナウイル

ス感染症の終息まで、保護者の皆様、地域の方々、そして教職員・医療従事者がともに手を

携えてとりくんでいきましょう。 

 

突然の年度末の一斉休校から 2 年、子どもたちは、様々な学びの機会が制限されました。

行事の中止や縮小、やり方の変更、日々の部活動の縮小、大会・コンクールの中止、進学・

就職活動での選択の変更など、子どもたちにとっては、苦しく、つらく、困難な日々の連続

であったと思います。 

 小学校では 1、2 年生、3、4 年生、5、6 年生がそれぞれ違う時間帯で運動会に参加して、

下級生が 5、6年生の活躍・勇姿を見ていない。中学 1年の時、部活動で 3年の先輩の強さ、

偉大さ、優しさを感じる機会がなかった。受験校を絞らざるを得なかった進学、採用が無く

なってしまった就職先、そんなめぐり合わせの中で選択せざるを得なかった高校生や大学生

たちがいました。 

 私は、現職の中学校の学級担任だった時、合唱コンクールに燃えました。歌声文化を学校

の伝統にすることに力を注ぎました。一度消えてしまった歌声の文化は、簡単には戻りませ

ん。子どもたちが一から創り上げる、そんな「失われた文化」がたくさんあったのではない

かと思います。 

 

1 月 28 日から 30 日に開催した第 71 次教育研究全国集会にご参加、ご協力をいただいた
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ことに感謝を申し上げます。まん延防止等重点措置が適用される中、特にオミクロン株の急

激な感染拡大も含めて、さらなる感染拡大が予断を許さない情勢に鑑み、今次の全国教研は、

Webによる全体集会と、2日間にわたる Webによる分科会の開催としました。 

昨年実施を見送った分科会を今次開催できたことは大変意義あることでしたが、リポート

が 462本と減少となったこと、討議時間の短縮やリポートの共有の仕方、リポーターに限っ

ての討論となったこと、特別分科会が実施できなかったことなど、例年にない形での分科会

の運営となりました。また、全日程を通しての参加をお願いしていましたが、リポートの発

表時間だけの参加や 1 日だけの参加など分科会全体を通しての討論の大事さが共有できな

かったとの意見もありました。 

Web 開催の利点を最大限にいかし、全体集会では、当日配信には約 1,200、事後のオンデ

マンド配信には 1,400のアクセスがあり、多くの組合員にご参加いただいたことに、改めて

感謝を申し上げます。また、分科会では、4,000を超えるアクセスがあったとの報告を受け

ています。PCの画面を共有して複数での視聴をしていただいた分会・支部・単組・専門部も

あり、実際にはより多くの組合員が視聴していただいたことと思います。 

集会開催にあたり、しばらく参加が途絶えていた日本 PTA全国協議会の会長からのビデオ

メッセージも寄せていただくことができました。また、ICT を使った教育実践については、

これまでは限られた分科会での報告が中心でしたが、ほぼすべての分科会で ICTを用いた実

践が報告されていました。今後、今次教育研究全国集会と教研活動について総括を行いつつ、

来年の第 72 次教育研究全国集会の分科会運営も含めたあり方について検討してまいります。 

 

私たちは個人として、世界のどこにいても、「身体的、精神的、社会的に良好な状態＝Well-

being（ウェルビーイング）」で生きる権利があります。2020年、ユニセフの研究所は先進 38

ヵ国の子どもの幸福度ランキングを発表し、日本はワースト 2位に位置づけられました。日

本の子どもが、「心安らぐ安定した生活環境を持ち、希望や夢への期待を持って生活できて

いる状態＝健康で幸福な状態」でないと指摘されていることは大変残念なことです。 

 教育では、学ぶ意義や学ぶ楽しさを大切にした、子どもが主体となるゆたかな学びが重要

です。また、すべての子どもの学習権を保障することが基本です。オンライン、Web上でし

か得られないものがあるように、対面で、人と人がかかわり合うことでしか得られないもの

があります。仮に「日本一授業がうまい教員」が存在して、その授業を日本中のすべての学

校で視聴したとしても、問題がすべて解決するわけではありません。私たちの積み重ねてき

た実践は、いつでも、すぐそばにいる子どもたちが出発点であり、その子どもたちに何が必

要かを考えていくことが基本です。教職員の「資質」と呼ばれるもののなかには、今の時代

にあった知識ももちろん必要ではありますが、対面することで培ってきたこれまでの積み重

ねも含まれます。従来の学校であたりまえとして見過ごされてきたようなことに、改めて焦

点をあてていくことも必要ではないでしょうか。 

先週の土曜日に、教育総研の研究交流集会が開催され、映画「みんなの学校」の舞台とな

った大阪市立大空小学校の初代校長を務めた木村泰子さんのミニ講演があり、改めて多くの
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言葉を考えさせられました。「子どもを育てる」学校から、「子どもが育つ」学校に変えてい

きませんか。「子どもを育てる」学校から、「子どもが育つ」学校です。そのためには、上意

下達的なヒエラルキーの学校組織、前例踏襲、同調圧力の 3つを打ち破ることが必要とのこ

とです。「流れる水のごとく流れるのはいともたやすい。流れに逆らって動くのは困難をき

わめる。あなたはどちらを選びますか。」と問われました。 

ゆたかな学びを保障するためには、教材研究や授業準備の時間、子どもの学習状況の把握

や支援等、時間的・精神的なゆとりが必要不可欠です。常態化・深刻化した長時間労働の是

正は、ゆたかな学びにも直結した課題です。日教組は、何よりも、教職員が心身ともにゆと

りをもって教育に専念できるような職場環境づくりが急務と考えます。4月以降、文科省は

「給特法の改正」時に定めた全国的な勤務実態調査を行うことになっています。引き続き、

勤務時間管理の徹底と上限指針の遵守、それが可能となる業務削減を求め、教職員が実感で

きるよう学校の働き方改革を実現し、給特法の廃止・抜本的見直しをすすめていきます。 

日本中の教育現場に多大な負担を強いてきた教員免許更新制が、ようやく廃止の方向と

なり、2月25日に「教育公務員特例法・教育職員免許法」の改正案が閣議決定されました。

日教組は、最重要法案として、連合とともに今国会中の確実な成立を求めていきます。 

 

私たちは、日本国憲法の理念にもとづいた平和で民主的な社会の実現と教育を守るため、

今後とも日政連議員・推薦議員との関係を強化し、政策実現にとりくんでいかなくてはなり

ません。今年は、日政連の「古賀ちかげ」予定候補が挑む参議院選挙の年です。愛知県選挙

区の「斉藤よしたか」参議院議員も 3期目に挑戦します。7月の選挙まで 4ヵ月を切りまし

た。 

今こそ、政治への関心を高め、教育や医療、そして私たちのいのちと生活を守るために、

政治への参画の必要性を日教組の組合員をはじめ、多くの皆さんに訴えていきましょう。4

月 1 日から成人年齢が 18 歳以上となります。引き続き、小学校段階からの主権者教育の推

進にとりくみましょう。 

 

新型コロナウイルス感染症の影響で、職場訪問や分会会議・学習会などが十分にできてい

ないこともあろうかと思います。しかし、こうした状況においても、組合員と顔を合わせ、

丁寧に、情勢やとりくみを説明し、理解を求め、組合運動を広めていくことが大切です。そ

して、そのことが、組織の拡大・強化にもつながっていくと考えます。 

結びに、引き続きの日教組への結集をお願いするとともに、「教え子を再び戦場に送るな」

の誓いのもと、憲法改悪を許さず、平和な社会を実現していくために奮闘していくことを申

し上げ、中央執行委員会を代表してのあいさつといたします。ともにがんばりましょう。 

ありがとうございました。 


